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どろ海・・・？

験によって、アミノ酸など単純な有機物の生
成機構は少しずつ解明されてきましたが、そ
れらが原始地球の環境の中でさらに進化する
過程はほとんど未解明でした。今回の実験で
は、より複雑な高分子の生成に成功し、より
高圧で、より高濃度のアンモニアが存在する
ことが、アミノ酸やペプチドの安定性に重要
であることを明らかにしました。これは、タ
ンパク質の元となる物質の生成が、原始地球
の海底地下で起きていたことを示唆していま
す。つまり初期地球に海が出現した後、海底
地下に単純な有機物が濃集し、海底堆積物が
圧密・脱水される過程でより複雑な有機物へ
と “進化 ” したとする説を支持しています。」
（http://www.nims.go.jp/news/press/2011/09/p201109270.html）
研究グループは、アミノ酸の粉末をカプセ

ルに入れて、１万～５万５千気圧の圧力をか
けて、180 ～ 400 度の高温状態を最長 24 時
間維持したというのですが、この実験での条
件を地球に当てはめると、深さ 6～ 45㎞の
地中の状態に相当するのだそうです。
従来、生命科学の世界では、生命の起源は

海中にあると考えられていたのですが、生命
体を構成するタンパク質のもとになる複雑な
有機物の「ペプチド」は、海中では作られに
くいということが判明しました。つまり、生
命の起源に結びつく「化学進化」は海底地下
で起きたと考えるべきだということになった
のです。
“ご神言は、科学的な事実として認識され

るや否やに関わらず真理である ”というのが
神学の立場ですから、「どろ海」に生命の元が
存在したことを科学的に証明する必要は本来
的にはありません。また、生命の起源の話と
人間の創造が主題になっている「元の理」の
話とでは進化のステージが違うとも言えます
から、「海底地下＝どろ海」と直裁的に結び
つけて考えられるものではないかもしれませ
ん。しかるに、ご神言の悟りをいろいろな方
向から考えることは大事なことですから、今
回の実験結果をきっかけに、さらにどのよう
なことが分かってくるのかにも注目したいと
思う次第です。

『天理教教典』第三章「元の理」に、「どろ
海中のどぢよを皆食べて、その心根を味い、
これを人間のたねとされた。」と記されてい
ますが、この「どろ海」をどう解釈するかに
ついては、種々の論説があります。その主な
ものを挙げますと、
①	世界が親神の身体であるという上からの親
神の胎内

②	神の下半身―泥海も神の身体の一部とすれ
ば、神が上方から見た神自身の下方

③	この世にコスモスという秩序ができる前の
混沌状態

④	第一質量―ものを形成する能力はないが、
機能を内在させているもの

⑤	天と地として離れていた水と土が、同じ場
所で出会ったもの―生産は交わりにおいて
起きることの象徴

⑥	生命科学上のスープの海—有機物や無機物
が豊富に入り混じった状態の海

⑦	地質学上のカンブリア紀―有性生殖生物が
出現した環境

⑧	生殖細胞の存在する環境―精子と精液、卵
子と透明帯

⑨	初期胎児が浮遊する環境—母体の胎内の羊水
⑩	地球の粘土層―彗星に乗って運ばれてきた
生命の元になる最初のタンパク質が軟着陸
した土壌

等の諸説があります。
これからもまだまだ「どろ海」が意味する

ところの理解が深化していくことが期待され
るのですが、最近東北大学と物質・材料研究
機構が共同で発表した実験結果も、その論議
の進展に寄与するところがあるのではないか
と思います。
筆者の化学の理解力の不足を補うために先

ず、発表されたままのものを以下に引用します。
「東北大学大学院理学研究科と独立行政法人
物質・材料研究機構は、高温高圧条件でのア
ミノ酸の重合実験をおこない、タンパク質の
元となるペプチドが単純なアミノ酸（グリシ
ン、アラニン）から作り出されることを明ら
かにしました。
これまで、生命の起源を探る有機物合成実


